
478 新潟医学会雑誌 第 101巻 第 7号 昭和62年 7月

61年12月の 2年間に行った超音波誘導法による PTCD

の症例は78例でこのうち36例 (46.2%)に一期的内療化

が可能であった.PTCD チューブの胆管外逸脱率は一

期的内療化を行なわなかった時期は10.5%であったが,

一期的内療化を試みるようになってから4.4%に減少 し

た.従来考えられていたよりも一期的内療化は容易であ

り積極的に試みるべきであろう.

19)勝の 801idandcysticacinarcelltumor
の 1例
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症例は20才の女性で,貧血の加療中に左季肋部に腫癖

を指摘され入院した.腰痛は小児頑大で表面平滑,弾性

硬で呼吸性移動を認めた.血中,尿中アミラーゼは正常

だったが,エラスターゼ 1が若干高値で,PFD が減少

していた.エコー及び CT で牌体尾部に周囲と明瞭に

境界される嚢胞性成分を有する充実性腫癌を認めた.血

管造影上は avasculartumorで,侵蝕像等の悪性所

見は無く,豚の良性腫傷を疑い手術を行った.腫壕の大

きさは 11×16×9cm で,割面は充実性成分と嚢胞性成

分が混在 していた.組織学的に腺房細胞類似の細胞が充

実性に増殖 し,一部に出血性壊死を伴ない,二次的に嚢

胞を形成 しており,solidandcysticacinarcelltu-
morと診断した.

20)腸嚢胞で,拡大,消失 を長期間繰 り返 し,

根治手術を行った慢性アルコール性肺炎
の1例
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症例は48歳,男性,主訴は発熱,食欲不振である.既

往歴は29歳で十二指腸潰癌にて胃亜全摘術を受け,45歳

で急性腸炎に雁患し内科的治療にて軽快した.現病歴は,

昭和59年 7月下旬より発熱,食欲不振が出現し,約 1ケ

月間で 4kgの休垂減少を認めた.8月20日,当院受診

し精査加療目的にて当院入院とな った.尿 ア ミラーゼ

20175IU/l,エラスターゼ 11,649ng/dlと著明に上昇 し

ていた.当院入院後,腹部 CT,ERCP にて肺嚢胞の

診断を得た.外科転科後,嚢胞摘除目的にて開腹術を施

行したが,術中に嚢胞が破裂 し,外療造設術を施行 した.

その後,2度にわたり肺嚢胞は拡大,縮小を認め,昭和

61年12月19日,根治手術を施行 した.直径 7cm の嚢胞

で,組織学的には慢性牌炎による仮性嚢胞であった.
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1)過去 6年間に経験 した肝内結石症 7例の

検討
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昭和55年より昭和60年までに経験 した肝内結石症例は,

男性 2例,女性 5例の計 7例で全胆石手術症例464例 の

1.5%であり,年令は40才～66才平均49.6±8.2才であっ

た.いずれも胆管炎症状を繰返し来院,超音波,CT,

DIC で診断された.胆道系手術の既往のあるものは2

例で,術前胆汁 ドレナージが2例に施行された.結石の

部位は,結石が肝内に限局 しているもの 2例,肝内外の

胆管に認められるもの 5例で,左右どちらかの肝内胆管

に限局しているもの 4例,左右両側に認められたもの3

例である.手術術式は,術中可及的に結石の除去を行な

い,術後武石用のチューブを挿入しているが,不十分な

症例には,肝切除 2例,肝切開武石術 1例を施行した.

3例に通残結石を認めるが,慢性腎不全で死亡した 1例

を除き,健在である.肝内結石症に対してほ,肝内胆管

の狭窄に対する処置と,有効な術後武石ルートの確保が

重要で,難治性の本疾患に対 して帖 り強 く対処する心要

がある.

2)巨大肝嚢胞の 2例
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肝嚢胞は,比較的稀な疾患であるが,近年 ,ⅥSG,

cT等の画像診断の向上により,日常よく遭遇する疾患

となった.

我々は 2年間に巨大肝嚢胞 2例を経験 したので,ここ

に報告する.

2症例とも腹部膨満を主訴に来院.術前の血液,生化学

的検査は異常を認めず,CT,VISG,血管造影等により二

術前診断が可能であった.

術中所見では嚢胞内容液は,黄色堂液性で,膿,血

液,胆汁混入のない事,又,術中胆管造影にて,胆管系


